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有る事

谷口 真禾

ら して 8年 カ

の場 で伝 え て (

まに書 かせ て t

それ はあの :

い 自分 自身 で |

難 しい」 とい

とう」 の言吾源 (

て難 しい ほ ど |

う ことです。

当 た り前 に

れ、 「お は よ

で の あ い さづ

とこ春 夏 秋冬

に肌 で感 じ、 :

る肉体 が あ る

で き る家族 や :

「い って らっ

か え りな さい

日々の ただの

はな い。 その i

お し く、 本 球

す。

「有 り難 う

分 自身 の軸 が

寧 に暮 らす こ

深 く愛 す る こ

した。 主婦 の

しか しとて も

働 くこ と、

む こ と、 そ し

を有 り難 く楽

一 隻 き りの ■

全 =尊 tlも の

政 手 す 、

～_ ・ 三ヨξ・

３
回
や
る
と
は
ま
り
、１
カ
月
で
病
み
つ
き

ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
は
ア

メ
リ
カ
発
祥
の
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
の

一
種
で
、
男
女

ペ
ア
４
組
８
人
が
１
セ
ッ

ト
に
な
り
、
コ
ー
ル

（指

示
）
に
従

っ
て
踊
る
（）
コ

ー
ル
す
る
人
を
コ
ー
ラ
ー

と
呼
ぶ
。
同
ク
ラ
ブ
は
初

期
ク
ラ
ス
で
、

５３
種
類
の

基
本
動
作
を
そ
の
場
で
組

み
合
わ
せ
て
英
語
で
指
示

を
出
す
。

ど
ん
な
コ
ー
ル
が
出
る

か
踊
り
手
に
は
分
か
ら
な

い
た
め
、
コ
ー
ル
を
瞬
時

に
判
断
し
て
８
人
が
患
を

合
わ
せ
て
動
作
を
変
化
さ

せ
る
。
そ
の
即
興
性
と
ゲ

ー
ム
性
が
ス
ク
エ
ア
ダ
ン

ス
の
特
徴
で
、
脳
の
活
性

化
に
も
い
い
影
響
を
及
ぼ

す
と
い
う
。

経
験
を
積
み
、
指
示
を

出
せ
る
コ
ー
ラ
ー
は
ス
ク

エ
ア
で
ン
ス
の
中
核
で
、

会
長
の
横
田
紀
男
さ
ん
が

マ
イ
ク
を
握

っ
て
コ
ー
ル

す
る
。
横
田
さ
ん
と
妻
陽

子
さ
ん
は
１７
年
前
、
知
人

が
主
宰
す
る
取
手
の
ダ
ン

ス
ク
ラ
ブ
に
誘
わ
れ
て
と

り
こ
に
な

っ
た

）^

つ
く
ば
市
森
の
里
に
ク

ラ
プ
を
発
足
さ
せ
よ
う
と

口
Ｆ
勤

森の里リバーサイド
スクエアダンスクラブ

軽快な音楽とコールに合わせて隊形を変化させながら踊

る=つ くば市森の里の「森の里公会堂」

ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
で
人
の
輪
が
広
が

っ
た

＝
同

初
心
者
向
け
の
講
習
会
を

催
し
、
今
年
２
月
に
ク
ラ

ブ
が
始
動
し
た
。
会
員
は

２４
人
。
男
性
が
少
な
い
た

め
、
女
性
が
黄
色
い
た
す

き
を
か
け
て
男
性
役
を
こ

一

な
す
（

歩
く
こ
と
が
で
き
る
人

な
ら
誰
も
が
楽
し
め
る
ス

ク
エ
ア
ダ
ン
ス
は

一３
〓

や
る
と
は
ま
り
、
１
カ
層

で
病
み
つ
き
に
な
る
」
と

横
田
さ
ん
は
話
す
。
近
隣

地
域
や
関
東
規
模
で
パ
ー

テ
ィ
ー
が
催
さ
れ
、
男
性

は
ウ
エ
ス
タ
ン
シ
ャ
ツ
、

女
性
は
ス
カ
ー
ト
を
膨
ら

ま
せ
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
で

華
や
か
に
着
飾

っ
て
参
加

す
る
。

「シ
ニ
ア
の
〈
苔
員

た
ち
が
１０
歳
若
返
る
」
と

陽
子
さ
ん
。

コ
ー
ラ
ー
の
横
田
さ
ん

も
会
員
た
ち
も
対
等
に
楽

し
む
こ
と
を
念
頭
に
、
月

会
費
は
１
０
０
０
円
に
設

定
。
負
担
は
軽
く
、
生
涯

の
趣
味
に
な
り
得
る
。

（橋
立
多
美
）

◆
入
会
は
９
月
４
日
（金
）

に
開
講
す
る
全
１５
回
の
講

習
会
受
講
が
必
要
。
講
習

会
は
第
ｌ

ｏ
２

ｏ
３
金
曜

午
前
９
時
か
ら
、
同
市
森

の
里
の
「森
の
里
公
会
堂
」

で
。
問
い
合
わ
せ
は
横
田

さ
ん

（電
話
０
２
９

ｏ
８

７
６
・０
７
８
６
）
ま
で
。

つ
く
ば
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
で
か
き
氷

日
升
庵
、
夏
を
先
取
り ≡升竜 3■ 三十 三≡家襲 3ブ

'レ

ーヘ ノート

梅
雨
入
り
後
、
真
夏
の

日
差

し

の
日

も
あ
る
な

か
、肇
撒
堺
Ш
憚
位
入
り
回
、

大
鳥
居
近
く
の
手
焼
き
せ

ん

べ
い
カ

フ

ェ
日
升
庵

（に

っ
し
ょ
う
あ
ん
、
つ

く
ば
市
筑
波
）
に
、
か
き

氷
が
お
目
見
え
し
た
。

日
本
三
大
ブ
ル
ー
ベ
リ

ー
産
地
と
し
て
知
ら
れ
る

よ
う
に
な

っ
た
、
同
市
産

の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
実
が

入
り
、
シ
ロ
ッ
ア^
も
ブ
ル

ー
ベ
リ
ー
を
使

っ
た
自
家

製
。
旬
の
時
期
だ
け
に
味

は
格
別
だ
。

か
き
氷

の
歴
史

は
古

く
、
清
少
納
言
の

「枕
草

子
」
に

「あ
て
な
る
も
の

削
り
氷

（ひ
）
に
　
あ

ま
づ
ら
入
れ
て
　
あ
た
ら

し
き
　
金
銚
（か
な
ま
り
）

に
入
れ
た
る
」
と
あ
り
、

「あ
て
な
る
も
の

一
と
し

て
か
き
氷
が
登
場
す
る

）^

平
安
貴
族
も
か
き
氷
を
楽

し
ん
で
い
た
よ
う
だ
。

関
東
の
梅
雨
明
け
は
例

年
７
月
２．
日
ご
ろ
。
か
き

氷
で
真
夏
を
先
取
り
で
き

そ
う
だ
。

（杉
本
亜
紀
子
）

◆
日
升
庵
の
営
業
時
間
は

午
前
１０
時
～
午
後
６
時
、

電
話
０
２
９

・
８
７
５

ｏ

８
８
２
１
。
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